
傍聴者数

０人

　鈴木市長

　鈴木下水道部長

（１）江の島東ポンプ場圧送管に関する報告

【質疑】

　　　鈴木市長から藤沢市下水道運営審議会へ「藤沢市下水道使用料の見直し」について

   会　議　録　要　旨

会議名 平成３０年度　第６回藤沢市下水道運営審議会

開催日時 ２０１９年（平成３１年）２月７日（木）午前１０時００分～午前１１時３０分

開催場所 本庁舎５－１、５－２会議室

　　　　　　　 松田主任・田中担当

出席者

会 長

非公開の理由

《議題》
審議等の概要 １　藤沢市下水道使用料の見直しについて

議題及び公開・
非公開の別

１　藤沢市下水道使用料の見直しについて

２　その他

（２）山野神雨水貯留管築造工事完成報告

（３）平成31年度 藤沢市下水道運営審議会日程について

（すべて公開）

神田　務

委 員
井上　美鈴　　　大岩　英一　　　川田　兼子　　　　木村　安代　　　齋藤　力良
須田　千亜希　　中村　猛　　　　野牧　喜久江　　　三輪　晋

事務局

[下水道総務課] 武井参事・近藤主幹・指簱主幹・小川補佐・佐藤補佐・林補佐

　　　　　　　 外山専任補佐・砂川主査・村田主査・吉原主査・落合担当

[下水道管路課] 張ヶ谷課長・藤原補佐・鈴木補佐・坪井補佐

[下水道施設課] 中丸辻堂浄化センター長・加藤大清水浄化センター長・関野補佐

　《回答》
　　経費回収率は、現状１００％を若干上回っており、今後も維持していきたいというこ
　　とから「以上」としております。また、今後資本費算入率を９５％から１００％とし
　　ていくためには、現状の経費回収率は１００％以上を確保したいという考えでござい
　　ます。（資料５裏面：経費回収率　平成２８年度決算１０１．８％）
　　平成２９年度決算では、１００．８９％でございます。

　　　諮問。配付資料に基づき説明。

　①計画策定の考え方の中で「経費回収率１００％以上を確保する」とあるが、経費回収
　　率は１００％でよいのでは。「以上」という考え方になると、下水道使用料の受益者
　　負担を必要以上にもらうことになるのでは。

　③資本的収支の内訳がわからないと、収益的収支からの補てん財源がわからず、下水道
　　使用料がどのくらいになるのかがわからないのでは。

　②下水道使用料は経費回収率だけでなく、将来的な経営戦略に沿って多岐に検討する必
　　要があることから、資本費算入率についても検討する価値があると思います。
　《回答》
　　次回以降の審議会において、経費や資本費算入率が１００％の場合について議論をお
　　願いしたい。

　《回答》
　　平成２６年から平成３５年までの１０年計画として「藤沢市下水道事業経営計画書」
　　の策定時、企業債残高を平成３５年度までに４８０億円を目指す目標を立てており、
　　残高は減少傾向となっております。今後の借入額は検証して決めてまいります。

　《回答》
　　資料３は、下水道使用料の対象経費となる収益的収支を中心に説明をいたしました。
　　次回以降、事業費全体でお示しします。

　④下水道経営で考えれば、企業債の未償還残高を減らすことが将来的な負担を減らすた
　　めに一番望ましいと思います。資本費算入率１００％も含めて。
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　　今後、長期的な視点から継続性、健全性のための一つの選択肢として、民間活力を導
　　入したいと考えております。

　　国道１３４号線南側で発生した漏水に伴い実施した緊急工事について説明。

審議等の概要

　　法非適用の場合は、現金主義の会計となります。

　⑤資料５裏面の「法適用」と「法非適用」の違いは何か。
　《回答》
　　地方公営企業法の適用のことで、法適用の場合は、複式簿記を用いた会計です。

　　利益が生じた部分は、議会の議決を経て減債積立金として積み立て、資本的収支の不

　　あるのか説明をお願いしたい。
　《回答》
　　次回の審議会で説明いたします。

　⑥接続の水洗化の促進や未収金の解消について、具体的に検討した時期から今日までに

　⑧下水道使用料の改定経緯では、消費税改定の年に下水道使用料の改定をしていないが
　　来年度は消費税の改定があることから、どのような考え方か次回説明をお願いしたい。
　《回答》
　　次回の審議会で説明いたします。

　　数値としてどのくらいになったのか。市民への丁寧な説明として、どのような実績が

　　足財源としております。

２　その他
（１）江の島東ポンプ場圧送管に関する報告
　　老朽化対策として、江の島弁天橋に設置している圧送管の新設工事について説明。

　⑦下水道使用料を支出にあて、残った約４億円は何に使われているのか。
　《回答》

　⑨民間参入について、どういうスタンスで臨まれるのか考えをお聞きしたい。
　《回答》

その他

（２）山野神雨水貯留管築造工事完成報告
　　平成２７年１２月から平成３０年１２月まで実施した工事が完成したことを説明。

（３）平成31年度 藤沢市下水道運営審議会日程について
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